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技術者教育

技術者不足に対応した人材育成への取り組み

社 会変 化とネ ットワ ークエンジ ニア

の 不足

インターネットの広がりは新しい時 代の

産業革命として社会の変革を引き起こし、

仕氈 生活､ 学習、遊びのあり方すべてに

わたって変化を与えている、書籍販売に

代衣される小売業から航空券の販売とい

った人:企業の直販に至るまでのネットワー

クコマースや、インターネットを利用した広

告活動などは、生 産行と消費者との新し

い関係を作り出している。まさにインターネ

ットが､ 電気や水道のような生活必需 イン

フラになりつつあるとii えよう。

この急激な変化に対応するため、多く

の企業が社内ネットワークの新規導入や既

存システムの再構築に取り組み、ネットワ

ーク導人企業はこの数年で2 倍以上になっ

た。この変化に伴い、これまでになかった

レベルの技術的知識を持つ人材が求めら

れるようになってきた。

たとえば､ 現状での最適なプランを構築

したり、ネットワーク技術の著しい進歩に遅

れないように技術動向に川を向け､ 将 来に

わたった計両を立てることのできる人材や、

ネットワーク導入後にシステムおよびネット

ワークの管理ができる技術を持った人材

が必要とされている。

この状況は日本だけの|川題ではなく、米

閥では日本が経験する数年前から、同じ

問題が認識されている。たとえば1999 年に

米川だけで情報産業関連の仕事におい

て､ その約20 ％､77 万2000 名の 専門的IT

技術 者が新たに必要となり､2002 年 までに

は内欧地域だけで実にHO 万 人の情報技

術 行が不足するだろうとする報告(IDC.99

年)が ある。このような情報技術者の不足

が企業の成長を|耻害する要因となるlll能

性 が指摘されている。

シ スコ･ ネットワーキングアカデミー

このような杜会背 景のもとに、米国シス

コシステムズでは、まず学生を対象とした

セミナーを発足させた。そしてそれが 専門

学校や人学といった敦育機関のカリギュラ
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ムとして組 み 込 むことが 出 来 る 関 連 サ ポ ー

ト 活 動 も含 め た コー スに 発 展し た の が､ シ

スコ･ ネットワーキ ング アカデ ミープ ロ グラム

で あ る。

現 在 の シ スコ･ ネットワーキ ング アカデ ミ

ー は 、アメリカ のコミュニ テ ィーカレ ッジ や 、

公､Iり･?S校 の 専 攻 科 日として 開 講 す るた め

の2 年 間( ４学 期) の カリ キ ュ ラム とし て 、

1997 年 に 発 表 され た､ 本 年4 月 の 時 点 で

令 米50 州 とワ シントン特 別| 心 こお け る1,200

校 で 開 講 さ れ 、また|lt 界 でも15 か 国 語 へ

の 対 応 が 進 み つ つ あり、29 か 国 で の 艇 開

が なされ てい る。

プ ロ グラ ムの メリットとして あ げ ら れる の

は 、以 下 の4 点 。

①学生や生徒にとっては、情報産業 界

に対する就職にｲμ11となる技能を修

得することができる。

２学校にとっては、ネットワーク技術の講

座を開講することができ、教師のトレ

ーニングが受けられる。また自校内

のネットワークの紺持管理の手助けに

なる人材の養成と確保ができる。

(3j企業にとっては､ 確 かな技能を身につ

けたネットワーク技術軒を雇用するこ

とができる。

４地域にとっては､ 地域ネットワークの接

続ボランティア要Ｕが確保できる。

令体で280 時 間というこのカリキュラムで

は、ネットワークの概論からルーターという

ネットワーク機器の設定までを扱い、ネット

ワークの設計･ 構 築･ 維持管理がマスター

で きるように なってい る 。また 、米 国 で 進 め

ら れて い る教 育 改 革 の メソッドを 取 り入 れ 、

Ｗｅｂベ ース教 材 の使 川 、セ ルフラーニングと

プロジェクトベ ースでの 学 習 方 法 を組 み 合 わ

せ､ 比 喩 に よる理 解 支 援 、実 習 の 重 視 など

により､ 理 論 を理 解 し作 業 が できるというトー

タルな 技 能 教 育 カリキュラムとなった。また 、

修 了 す ると シ スコ技 術 者 認 定 のCCNA

(Cisco Certified Network Associate)

合 格 レベ ルに 達し 、資 格 を取 得 す ることによ

り､ 将 来 へ のキャリアパ スとす ることが できる。

シ スコ・ネ ットワ ーキン グ

アカ デミ ー、日本 での展 開

このプログラムは[1 本 でも1998 年 に 発

表され、本年4 月には全国13 校の大学、

短大、高等専門学校､ 総 介情報処理セン

ター、引11j学 校などで開講されている。

このプログラムで特筆すべき点は、先

生に対するトレーニングが行われることで

ある。3 川に分けて行われるトレーニング

は全部で21 日間に及び､ ここで先生は教

材を学び､ また教授法について学ぶこと

ができる。また、開講している先生たちの

ためのバーチャル･ コミュニティーが運営

され､ 授 業を進める際の問題点や副教材

についての情報交換などが行うことがで

きる。

日本シスコシステムズでは、来年 度に

は全国100 校で の開講を川標として、日本

においての将来の人材育成への貢献を

日指している。

(太田順子　日本シスコシステムズ株式会社)
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